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２１・老福連職員研究交流集会 in大阪研修テーマ 

『福祉でまんぷく～めっちゃエエことしてるやん！ウチら～』 

  

 

  
 

21・老福連  

第 22回職員研究交流集会 

In大阪 

開催要項 
【研修日程】 

2024年 12月 7日（土）・8日（日） 
 

【会 場】 
◆ ホテルマイステイズ新大阪コンファレンスセンター 

（１日目 全体会・交流会） 

◆ 大和大学（２日目 分科会） 

 

【後 援】 
大阪府・大阪市・吹田市 

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会 

社会福祉法人大阪市社会福祉協議会 

社会福祉法人吹田市社会福祉協議会 

公益社団法人認知症の人と家族の会 

 

【主 催】 
21世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会 

京都府京都市北区大北山長谷町 5-36 

ＴＥＬ：075-465-5300 

ＦＡＸ：075-465-5301 
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実行委員長 正森 克也 （社会福祉法人こばと会 理事長） 

全国の老人福祉施設関係者のみなさんへ 

 

 私たち「21世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会」（略称：21・老福連）は、実践交流と連携をめざした老人福祉施設

の連絡会として 2001年に発足しました。 

 発足にあたって、 

① 介護保険制度導入の混乱と矛盾から高齢者を守る立場で、公的福祉の確立をめざすとともに、真の高齢者福祉、介

護保険のあり方について実践を含めた意見交換を活発に行う。 

② 高齢者主体の援助実践、ケアの質、暮らしの内容を豊かにするため、「職員研究交流集会」を開催する。 

③ 老人福祉の向上をめざす活動、社会保障を守る活動などを諸団体と共同、連携し積極的に進める。 

これらを目標に掲げ毎年「実践・交流・連携」を重ねてきました。 
 

この度、第 22回職員研究交流集会を近畿・大阪にて開催することになりました。新型コロナ禍で 2年間開催を見送

り、2022年度は東京発信でリモート開催、2023年度は福島で現地とリモートのハイブリッド方式の開催、今回は久しぶり

に「face to face」（顔を見合わせて）の開催としました。テーマにもありますように、食い倒れの街大阪にお集まりいただ

き、実践を交流し大いに語り合い、心も「まんぷく」になることを願っています。 

 

 

『福祉でまんぷく～めっちゃエエことしてるやん！ウチら～』 
 

 

 私たち、２１・老福連が主催する『職員研究交流集会』は、「豊かな援助実践と公的福祉制度の確立」をめざし、全国

の介護現場で日々高齢者に向き合い奮闘されている、優れた援助実践を持ち寄り、交流し全国に発信する場となっ

ています。 

介護保険制度が始まって以来、介護現場に『経営』といった二文字が追加されました。施設を運営していく上で経営は大

切な事ですが、老人福祉の中心は、やはり利用者の人権・尊厳を守る援助実践にあると思います。今こそ援助実践とケア

の質をあらためて考え、老人福祉のやりがいや働きがいを語り合い、学び合い明日からのエネルギーにしてもらえればと

思います。 

 

 

１日参加費 8,000円・２日参加費 15,000円・交流会参加費 10,000円 

※２日目の昼食は大和大学の学食ランチになります 

 

今大会のお申し込みは、名鉄観光サービス株式会社に代行依頼しております。大会参加申し込みはオンライン

のみでのお申し込みとなりますので、８ページに記載しています『職員研究交流集会参加申し込みについて』をご確認の

うえ WEBサイトよりお申込みください。 

また、大会申し込みと演題エントリーの提出先が異なりますので、ご注意ください。 

○ 大会参加申し込みについては、８ページの『職員研究交流集会参加申し込みについて』をご参照ください 

大会参加申し込み期間：２０２４年８月１日～１０月３１日 

○ 演題エントリーについては、５～６ページ『分科会演題募集要項』をご参照ください 

演題エントリー期間：２０２４年８月１日～９月３０日 

ごあいさつ 

研修テーマ 

研修の目的 

参加費 

参加申し込み方法 
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◆１日目 １２月７日（土） 全体会＆交流会◆ 

時間 内容 場所 

13:00～13:30 オープニング 上方落語 

ホテルマイステイズ新大阪 

コンファレンスセンター 

 

13:30～13:40 開会挨拶 実行委員長 正森 克也 

13:40～13:50 来賓挨拶  

13:50～14:00 基調報告 21・老福連事務局長 井上 ひろみ 

14:00～15:00 リレートーク『介護保険の 25年と 21・老福連のあゆみ』 

15:00～15:15 休憩 

15:15～16:45 特別講演『ケアとは何か』 大阪大学人間科学研究科教授 村上 靖彦氏 

16:45～17:00 事務連絡 

チェックイン及び移動時間 

18:30～20:30 交流会 コンファレンスセンター 

◆２日目 １２月８日（日） 分科会＆閉会式◆ 

時間 内容 場所 

9:30～12:00 分科会 大和大学各ゼミ室 

12:00～13:00 昼休憩 学生食堂 

13:00～15:30 分科会 大和大学各ゼミ室 

15:30～15:45 移動時間 

15:45～16:15 分科会まとめ＆エンディング（閉会式） 大和大学５０１講義室 

上方落語  落語家 桂あおば さん 

 2010年、桂米朝一門である桂ざこば師匠に入門。「人に元気と笑顔と愛をあたえられる噺

家」を目指し、上方落語の定席である天満天神繁昌亭などで活躍中。ＮＨＫ大阪局のオーディションから誕生した

落語家アイドルユニット「らくご男子」のメンバーとして、「とっておき！朝から笑タイム」（NHK総合（近畿圏）毎週土

曜 5：10）にも出演中です。 

集会のオープニングはみんなで笑って、あおばさんの「推し活」をしよう！ 

『介護保険の 25年と 21・老福連のあゆみ』 

【登壇者】正森克也（こばと会 21・老福連代表幹事） 藤田隼平（七野会 21・老福連事務局） 

 制度開始から 25年目の介護保険。今般の改定では「生産性の向上」や「制度の持続可能性」に関する事項をより鮮明に打ち

出し、感染症や BCP等の対策は各事業所の責務として強化され、利用者負担はさらに増えました。果たしてこれは介護保険が

目指した姿なのでしょうか。制度の歴史を紐解きます。 

いっぽう、介護保険導入に警鐘を鳴らす老人ホーム施設長有志の運動を契機に設立された 21・老福連は、四半世紀前に何を

危惧し、これまで何を主張してきたのでしょうか。リレートークでは、これまでを振り返り、これからを展望します。 

『ケアとは何か～より良い「支援」のために～』 

【大阪大学 人間科学研究科教授・感染症総合教育研究拠点 CiDER兼任教員 村上 靖彦氏】 

 村上氏は「ケア」をテーマとした研究をされており、対人援助職へのインタビューの分析を通じて、豊かな実践の諸相を明らか

にしようされています。インタビューを通じて見えてきた、「ケアとは何か」のいくつかのエッセンスについてお話しいただきます。著

書の中で「ケアとは生きることを肯定する」営みだと綴っています。日々、皆様がケアの現場で実践されている〝生きることを肯

定し、支える〟営みを振り返り、あらためて「ケア」について考え、明日からの豊かな援助実践に繋げる機会となればと思います。 

【講師略歴】大阪大学 人間科学研究科教授・感染症総合教育研究拠点 CiDER兼任教員  

2000年パリ第 7大学で博士号取得（基礎精神病理学・精神分析学博士） 

著書に『ケアとは何か 看護・福祉で大事なこと』、中公新書、2021 

『「ヤングケアラー」とは誰か 家族を“気づかう”子どもたちの孤立』、朝日選書、2022  

『客観性の落とし穴』、ちくまプリマー新書、2023ほか多数 

研修プログラム 

リレートーク 

特別講演 

オープニング 
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テーマ

Ａ－１ 豊かな生活を支える
「その人らしい暮らし」を支えることを中心に、日常生活の中で支援の在り方
や個別ケアの工夫、認知症ケアの取り組み、医療と介護の連携等、現場実践の
事例や悩みの共有と論議をしましょう。

Ａ－２ 重度化した高齢者への対応
入居者の重度化に伴うきめ細やかな健康管理や感染症対策・対応が求められる
中で、入居者本人の希望に家族や職員の想いを重ねた支援の実践、ターミナル
ケアの実践の共有や現状課題などを論議しましょう。

Ａ－３ 食について考える
重度化に伴う食形態やユニットケア体制における現場調理、食への追求などの
実践の共有や、現状課題などを論議しましょう。

Ａ－４
軽費老人ホーム・養護老人ホームなど
多様な住まいの機能と役割と課題

軽費老人ホーム・養護老人ホームの入居者の豊かな暮らしの支援の実践の共有
や、現状課題などを論議しましょう。

テーマ

Ｂ－１ 通所介護・短期入所介護のとりくみ
住み慣れた地域、自宅で暮らし続けるために、デイサービスやショートステイ
の今日的な役割や課題などの共有と論議をしましょう。

Ｂ－２
地域包括支援センター・居宅介護支援
事業所のとりくみ

地域の中でその人らしい暮らしを支えるための地域での支えあいシステムの構
築と、コーディネーターとしての役割についての課題を論議しましょう。

Ｃ
育ちあい育てあう職場づくりへのとり
くみ、民主的な運営にむけたとりくみ

社会福祉法人の民主的運営や、育ちあい育てあう職場づくりの実践、働きやす
い職場づくりの実践の共有と論議をしましょう。

Ｄ
安心・安全な暮らしにむけたとりく
み、苦情や要望に対するとりくみ、災
害に対するとりくみ

利用者の安心・安全な暮らしの支援の事例や、見守り機器などの活用事例や課
題意識、様々な苦情や要望への対応、災害対策について情報共有や論議をしま
しょう。

Ｄ

施設でのその人らしい暮らしを支える

在宅・地域での暮らしを支える

社会福祉法人運営を考える

事故・苦情・リスクマネジメント

分散会

分散会

Ａ

Ｂ

Ｃ

分科会・分散会一覧 
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 職員研究交流集会における分科会には、毎年多くの演題が提出されます。学会形式ではなく、実践発表を受け

参加者同士が意見や考えの交流を図る機会になります。日々の豊かな援助実践を全国の仲間と分かち合いましょ

う。分科会・分散会の一覧を参照のうえ、演題発表の応募をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 老福連のホームページ 第２２回職員研究交流集会開催要綱にある「演題エントリー用紙」（Excel）をダウ

ンロードし、必要事項を記入の上、９月３０日までに指定のメールアドレスまでメールにてお送りください。 

・ 共同発表者は１名までとします。 

・ 会場の関係上、１教室１０名程度を収容人数と設定します。同法人・同施設の職員を他教室に振り分けること

や、演題エントリー数の調整から、演題内容を鑑み、ご相談の上で別の分科会（分散会）に移っていただくこ

とがございますので、予めご承知おきください。 

 

 

 
 

・ 抄録は、分科会参加者の手元資料となります。 

・ 老福連のホームページ 第２２回職員研究交流集会開催要綱にある「抄録用紙」（Word）をダウンロードし、

必要事項を記入の上、１０月１５日までに指定のメールアドレスまでメールにてお送りください。 

・ 抄録は１枚におさまるようにしてください。フォント（HGP ゴシック M）、サイズ（10.5）。 

 

 

 

・ パワーポイントを用いた発表を基本とします。 

・ 発表用のパワーポイントのデータを事前（設定期日まで）にメールもしくは「ギガファイル便」にて送ってく

ださい（容量によりメールに添付できない場合がありますので、その際は後者を選択）。 

・ 当日の発表時には、各教室にあるノートパソコンのデスクトップに提出していただいたデータを貼り付けてお

きます。当日は発表者による操作となります。 

 

演題抄録記載・発表における留意事項 
◇ 人権・プライバシー等、倫理的配慮について必ず記載してください。 

（個人情報の取り扱いについて、各施設の個人情報保護規定に則り、適正な対応の 

 もと、発表資料を作成してください） 

◇ １演題につき１０～２０分程度の発表時間になります。 

◇ すべての発表演題のうち、座長・助言者の推薦により、老福連準広報誌「ゆたかなくらし」の老福連ページ

に寄稿される場合があります。 

◇ 演題エントリーを受け付け後、演題エントリー用紙に記載のメールアドレス宛に受理した旨をメールいたし

ます。 

◇ 抄録が提出された後、同様に抄録を受理した旨をメールいたします。演題エントリー用紙に記載いただいた

抄録提出見込みを 1 週間以上経過しても抄録提出がない場合は、進捗状況の確認メールをいたします。 

◇ パワーポイントのデータを受け取った後、同様に受理した旨をメールいたします。演題エントリー用紙に記

載いただいたパワーポイント提出見込みを 1 週間以上経過しても提出がない場合は、進捗状況の確認メー

ルをいたします。 

◇ 演題エントリー（ステップ１）・抄録提出（ステップ２）・パワーポイントのデータ提出（ステップ３）のす

べての提出先は、分科会におけるお問合せも下記の通りです。 

分科会演題募集要項 

ステップ１ ステップ２ ステップ３ 

演題エントリー 抄録提出 ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄﾃﾞｰﾀ提出 

８月１日～９月３０日 ８月１日～１０月１５日 ８月１日～１１月１５日 

ステップ１ 演題エントリーについて 

ステップ２ 抄録提出について 

ステップ３ パワーポイント提出 について 
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分科会の運営における留意事項 
◇ 会場の関係上、１教室１０名程度の収容人数になります。 

◇ 共同発表者は１名までにします。共同発表者以外に発表者の付き添いのような形で同じ教室参加の希望はか

なえられませんので、ご理解ください。 

◇ 分科会（分散会）の振り分け確定後に、人数調整により変更が生じるかもしれませんのでご承知おきくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒 ―

□ □ □ □

□ □ □ □

□ □ □

□ □

―

演題エントリー用紙

法人名

ふりがな ふりがな

施設名

施設住所

施設の種別を以下より選んでください

ショートステイ その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

施設の電話番号 施設のＦＡＸ番号

居宅介護支援事業所 地域包括支援センター 小規模多機能型居宅介護

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

軽費老人ホーム

養護老人ホーム

グループホーム

ホームヘルプ

デイサービスセンター

法人本部

発表者の情報記入欄

発表者氏名

ふりがな

演題エントリー・抄録・パワポ資料について、実行委員会から連絡がとれるメールアドレス（施設等のメールアドレスでかまいません）

職種名

職種名

発表希望分科会

分散会番号も忘れずに 演題名

共同発表の
有無 有 無

いずれかに〇

共同発表者氏名

ふりがな

発表内容
（簡潔に）

②抄録提出 ８月１日～１０月１５日

８月１日～１１月１５日③パワーポイント提出

発表においては以下の〆切がありますのでご注意ください提出〆切について

この用紙のことを指しています

別に定める抄録用紙です（老福連ＨＰに掲載）

当日の資料ですが、座長・助言者に予め渡すものです

①演題エントリー ８月１日～　９月３０日

エントリー用紙に必要事項をご記入の上、　次のアドレスまでお送りください（抄録・パワーポイントも同様）。

　特別養護老人ホーム原谷こぶしの里　　介山篤

atsushi.kaiyama@nananokai.com

恐れ入りますが、上記②・③の提出見込み時期をご記入ください

②抄録提出 ８月１日～１０月１５日〆

③パワーポイント提出 ８月１日～１１月１５日〆

➡

➡

月　　　日　　頃

月　　　日　　頃
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職員研究交流集会参加申し込みについて 
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最寄り駅・バス停からホテルへのアクセス 

• JR「新大阪」駅新幹線の南口改札、または在来線の東改札口から駅の 1階へ降り、正面口より徒歩 8分 

• 地下鉄御堂筋線「新大阪」駅 7番出口より徒歩 5分 

• 地下鉄御堂筋線「西中島南方」駅 1番出口より徒歩 5分 

ターミナル・主要駅から最寄り駅・ホテルへのアクセス 

• 京都駅より電車で 30分 

• 名古屋駅より電車で１時間 

• 広島駅より電車で１時間 30分 

• 東京駅より電車で 2時間 30分 

• 博多駅より電車で 2時間 30分 

• 大阪国際空港(伊丹空港)よりバスで 25分 

コンファレンスセンターアクセス 
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大和大学アクセス 



 

 

14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広告協賛団体一覧（敬称略 順不同） 
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○ 管財サービス（株） 

○ キンキ寝具（株） 

○ 酒井医療（株） 

○ 三栄基準寝具（株） 

○ （株）神戸新聞総合印刷 

○ （株）LEOC 

○ （株）あじみ屋食材事業部 

○ （株）シブヤ 

○ （株）ビティー 

○ 日新工業（株） 

○ アビリティーズ・ケアネット（株） 

泉州営業所 

○ ホシザキ京阪（株） 

富田林営業所 

○ 谷造園土木（株） 

○ ハクゾウメディカル（株） 

○ 能美防災（株）京都支社 

○ （株）フレイムエイジ 

○ （株）シガドライウィザーズ 

○ ALSOK ファシリティーズ（株） 

○ （株）イチネン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ミカタ（株） ○上村空調（株） ○社会福祉法人三翠会 

○社会福祉法人協同の苑 ○秋篠茜会こがねの里 

○兵庫県高齢者生活協同組合 ○（株）ナリコマエンタープライズ 

○トラストイノベーション（株） ○（株）フロンティア大阪支店 

○社会福祉法人まりも会 ○（株）関西ハウスセンター 

○（株）セイキ 
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◆問 い 合 わ せ 先◆ 

【演題エントリー及び抄録について】 

社会福祉法人七野会 特別養護老人ホーム原谷こぶしの里 （介山） 

TEL:075-463-4888／FAX:075-464-8415 

Mail:atsushi.kaiyama@nananokai.com 
 

【宿泊・研修参加申し込みについて】 

名鉄観光サービス(株) 

TEL:06-4797-5803／FAX:06-4797-5760 

Mail:21roufukuren@mwt.co.jp 
 

【その他のお問合せ】 

社会福祉法人こばと会 グループホームたんぽぽ （佐々木） 

TEL:06-6816-3810／FAX:06-6878-5738 

Mail:tanpopo@kobatokai.jp 

tel:075-463-4888
tel:06-4797-5803／FAX:06-4797-5760
tel:06-6816-3810／FAX:06-6878-5738

